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和歌山県で発見された巨大カメノテ(甲殻類)

北尾　芳樹* ・久保田　信**

Yoshiki Kitao and Shin Kubota: Giant individuals of Capitulum mitella (Crustacea)

found in Wakayama Prefecture, Japan

甲殻類に属する　カ　メ　ノ　テCapitnlummitella

(Linnaeus)は,わが国では本州北端以南,海外ではマ

レー半島までに分布し,潮間帯の岩礁に付着群生するが

(内海, 1979;山口, 1995),北海道南西部の日本海に面

した小樽市忍路の岩礁でも稀に記録されている(元田,

1971;久保臥　未発表)。本種の体長は通常は3 - 4cm

だが,大型個体は7cmに達する(内海, 1979;山口,

1995)。

今軌　和歌山県由良町衣奈沖の黒島において,上記の

記録を上回る巨大なカメノテが潮間帯の岩礁で群生して

いるのを2007年3月に発見したので報告する。それら

は,柄部が細長く(70mm)頭状部基部の幅が広くはな

い(23mm),体長100mmの個体,柄部が短く(27mm)

頭状部基部が幅広い(30mm),体長48mmの個体,お

よび前二者の中間型のような個体(柄部42mm;頭状部基

部の幅29mm;体長1mm)から構成されていた(図1)。

これら大型個体のうちには,柄部の基部に幼君個体が複

数付着している場合も多々みられた(図1).このような

巨大個体の年齢や寿命,成長速度などは不明だが,人間

に採取されないような隔離された場所で成長を妨げない

環境のもとでは,カメノテは普段見られないほどの巨大

な姿に成長できるのであろう。
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図1和歌山県で発見された巨大カメノテ
Fig. 1. Giant individuals of Capitulum mitella (Linnaeus) found in Wakayama Prefecture, Japan.
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